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【要旨】

治療や健康の維持に用いられるはずの OTC 医薬品の過量服薬が、若年層を中心に増加して
いる。しかし、大量服薬しにくくかつ通常の服用を妨げない、OTC 医薬品の剤型（直径や厚み
等）に関する情報は不足しており、これらを検証する。本研究から、医療用医薬品の第一種か
ら第三種向精神薬（n=232）とOTC 医薬品（n=19）を比較すると、OTC 医薬品の方が医療用医
薬品よりも直径が大きく、錠剤の厚みが大きい傾向が明らかになった。また、OTC 医薬品は大
きさと厚みの相関が高かった（0.75，p<0.05）。3D プリントした 10 種類の模擬錠剤（直径 3, 5, 8, 
11, 15 mm および厚さ2, 5 mm）を用いた官能試験の結果から、錠剤の直径と厚みが小さくなる
ほど大量服用がしやすく、錠剤の直径と厚みが大きくなるほど、大量服用がしにくくなる傾向が
あった。また同じ直径の錠剤であっても、厚みが 2 mm よりも 5 mmとなることで、大量服用を
しにくくなることが示唆された。特に、直径が 15 mm の模擬錠剤では、大量服用のしやすさで

「1 飲みにくい」を選択した割合は、厚さ2 mm で 168 名（66.4％）、厚さ 5 mmで 233 名（92.1％）
であり、大量服用できそうな錠数のうち最小の 0 ～ 20 錠を選んだ割合は、厚さ2 mm で 190
名（75.1％）、厚さ 5 mmで 223 名（88.1％）であった。市販薬をオーバードーズしたことがある
割合を調査すると、回答者のうち 3 名（1.2％）存在した。今回は大学生および大学院生 253 名
を対象とした調査であるが、オーバードーズしたことがある割合としては、既報の高校生を対象と
したデータとほぼ同程度存在していた。本研究は、過量服薬が疑われる対象者に対して適切な
剤型の薬剤を薬剤師が選択したり、製薬企業が製品を開発したりするための強力なエビデンスと
なることが期待される。

1. 調査・研究目的

本研究では官能試験を用い、過量服薬（オーバードーズ）されにくい、適切な剤型（直径や厚
さ等）の調査を目的とする。
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2. 調査・研究方法

2-1. OTC 医薬品および医療用医薬品の錠剤における直径と厚さの測定
OTC 医薬品は、令和 4 度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュ

ラトリーサイエンス政策研究事業）分担研究報告書 1）に報告されている、過量服薬に用いら
れた市販薬の 27 種類を対象とし、購入が可能であった 19 種類を対象とした。OTC 医薬品は、
製品の錠剤をデジタルノギス（アズワン）で測定し、4 錠の平均を直径（mm）及び厚さ（mm）
とした。医療用医薬品は、麻薬及び向精神薬取締法で指定される第一種、第二種および第三
種向精神薬をモデルとし、剤型として円形の錠剤を対象に、先発薬と後発薬 232 種類をイン
タビューフォームにより直径と厚さを調査した。

2-2. 3D プリンタを用いた模擬錠剤の作製
3D プリンタは ELEGOO MARS 2（ELEGOO LCD.）、使用ソフトとして、3D Builder

（Microsoft Corporation）を用いて模擬錠剤を作製した。モデリングとして円柱を作成し、Ｘ
軸、Ｙ軸で直径（長径、短径）、Ｚ軸で厚みを設定した。さらに錠剤の形状とするために、円
錐を挿入し、スケールを合わせた（直径 A㎜の錠剤の場合、X=Y=Z=A とした。）。底面か
ら 0.5㎜を残して分割し、複製、回転し、円柱の上下に付けた。作成した錠剤は、直径 3、
5、8、11、15 mm の 5 種類で、それぞれの直径に対して厚さが 2、5 mm の 2 種類の合計
10 種類を作製した（Table 2.）。レジンは Water Washable resin SK02W（FELIDENTIA 
CAPITAL LIMITED）を用い、3D プリントは製品の取り扱い説明書に従って Z 軸を合わせ
て行った。3D プリントで作製した模擬錠剤は、残ったレジンを水で洗い流し、乾燥させた。

2-3. 官能試験
3D プリンタで作製した模擬錠剤を10 個ずつアルファベット（A からJ）が書かれた透明な

袋に入れ、見る、触れるが可能な官能試験を行った。模擬錠剤の直径や厚みはランダムに順
を配置して調査を行い、Web 質問紙法による回答形式とした。

2-4. 官能試験の対象者
回答の対象者は、過量服薬患者のボリュームゾーンと一致する10-20 歳代が大多数である

大学生および大学院生 253 名とした（Table 1.）。

2-5. 倫理的配慮
本研究は、千葉大学大学院薬学研究院倫理審査委員会の承認を経て実施した（R049）。

2-6. 統計解析
統計解析は、JMP Pro 18（SAS Institute Inc., NC, USA）を使用して行った。仮説検定に
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おける有意水準は両側 5％とした。

3. 調査・研究成果

3-1. 医療用医薬品の直径と厚みの調査
オーバードーズに用いられる医療用医薬品のモデルとして、第一種から第三種向精神薬を対

象とした。円形錠剤の直径と厚みを検討するために、医薬品インタビューフォームを調査し、相
関を検証した（Fig. 1A）。医療用医薬品の大きさと厚みの相関は低かった（0.32，p<0.05）。医
療用医薬品の円形錠剤の直径の分布は、6<d ≦ 8（mm）に最も多く分布し、4 mm 以下や12 
mm より大きい直径の錠剤は無かった（Fig. 1C）。医療用医薬品の円形錠剤の厚みの分布は、
2<t ≦ 3（mm）に最も多く分布し、1 mm 以下や 5 m ｍよりも厚い錠剤は無かった（Fig. 1C）。

3-2. OTC 医薬品の直径と厚みの調査
オーバードーズに用いられる OTC 医薬品の円形錠剤の直径と厚みを検討するために、製品

の円形錠剤の直径と厚みをノギスで測定し、平均を算出した（n=4）（Fig. 1）。測定したデー
タを基に、円形錠剤の直径と厚みの相関を検証した（Fig. 1B）。OTC 医薬品の直径と厚みの
相関は高かった（0.75，p<0.05）。OTC 医薬品の円形錠剤の直径の分布は、8<d ≦ 10（mm）
に最も多く分布し、4 mm 以下や 12mm 以上の錠剤は無かった（Fig. 1 D）。OTC 医薬品の
円形錠剤の厚みの分布は、5<t（mm）に最も多く分布し、2 mm 以下の錠剤は無かった（Fig. 
1 Ｆ）。

医療用医薬品の第一種から第三種向精神薬とOTC 医薬品を比較すると、OTC 医薬品の
方が医療用医薬品よりも直径が大きく、錠剤の厚みが大きい傾向が明らかになった。

3-3. 回答者の特徴と模擬錠剤を用いた官能試験
過量服薬（オーバードーズ）されにくい、適切な剤型（直径や厚さ等）を調査するための官

能試験を行うために、3 Ｄプリンタを用いて模擬錠剤を作製した。直径は、製品の調査で検
出されなかった 3 mmと15 mmを含めて 5 種類作製した。錠剤の厚さは 2 mmと 5 mmを
それぞれで作成し、合計 10 種類として官能試験を行った（Table 2.）。

まず、大量服用する場合に何錠飲めるかを検討するために、Table 2. の質問①を行った。
実薬では存在しなかった小さな直径 3 mm の模擬錠剤では、「100 錠以上」服薬できると回
答した割合は厚さ2 mmで 169人（66.8％）、厚さ 5 mm 錠で 102 人（40.3％）と、回答者が
最も多かった。一方、実薬では存在しなかった最も大きな直径 15 mm の模擬錠剤では、100
錠以上服薬できると回答した割合は厚さ2 mm 錠で 7人（2.8％）、厚さ 5 mm 錠で 4 人（1.6％）
と、回答者が最も少なかった。実際に薬剤として存在しているもっとも小さな直径5 mm錠では、

「100 錠以上」服薬できると回答した割合は厚さ2 mm 錠で 76 人（30.0％）、厚さ 5 mm 錠で
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25 人（9.9％）であった。一方、実際に薬剤として存在しているもっとも大きな直径 11mm 錠では、
100 錠以上服薬できると回答した割合は厚さ2 mm 錠で 6 人（2.4％）、厚さ 5 mm 錠で 4 人

（1.6％）であった。同じ直径の錠剤であっても、厚みが 2 mm よりも 5 mmとなることで、大
量服用をしにくくなることが示唆された。

次に、大量服用のしやすさを検証するために、Table 2. の質問②を行った。実薬では存在
しなかった小さな直径の模擬錠剤である、直径 3 mm の模擬錠剤では、「5 飲みやすい」と
回答した割合は厚さ2 mmで 220 人（87.0％）、厚さ 5 mm 錠で 182 人（71.9％）と、回答者
が最も多かった。一方、実薬では存在しなかった大きな模擬錠剤である、直径 15 mm の模
擬錠剤では、「5 飲みやすい」と回答した割合は厚さ2 mm 錠で 4 人（1.6％）、厚さ 5 mm 錠
で 4 人（1.6％）であった。実際に薬剤として存在しているもっとも小さな直径 5 mm 錠では、「5
飲みやすい」と回答した割合は厚さ2 mm 錠で 183 人（72.3％）、厚さ 5 mm 錠で 79人（31.2％）
であった。一方、実際に薬剤として存在しているもっとも大きな直径 11mm 錠では、「5 飲みや
すい」と回答した割合は厚さ2 mm 錠で 5 人（2.0％）、厚さ 5 mm 錠で 3 人（1.2％）であった。

3-4. オーバードーズに用いられにくい錠剤の剤型（直径と厚さ）
Table 2. の官能試験で得られたデータから、オーバードーズに用いられにくい薬剤の直径を

具体的に検討すると、「もし大量服用する場合の、服用できそうな錠数」で最低値の「0 ～ 20 錠」
を回答者が選択する割合が、最も多くなる始める模擬錠剤は、D 直径 8 mmと厚さ 5 mmで
あった（126 名 , 35.7%）。これよりも錠剤の直径と厚みが大きな、E、H、G、J 錠では、「も
し大量服用する場合の、服用できそうな錠数」で 0 ～ 20 錠を選択する割合が最も多かった。
特に H の直径 11 mmと厚さ 5 mmでは、「もし大量服用する場合の、服用できそうな錠数」
で最低値の「0 ～ 20 錠」を選択する割合が 71.9%であった。さらに、直径 15 mmを用いた
場合には、Table 2. および前述の通りさらに大量服用が難しくなる可能性が示唆された。

3-5. オーバードーズに関する回答
オーバードーズに関する実態を調査するためにTable 3.のアンケートを行った。「市販薬をオー

バードーズしたことがある」と回答した人数は 3 名（1.2％）であった。また、「オーバードーズ
している人を目撃したことがある」割合は、15 名（5.9％）であった。オーバードーズに関する
印象を調査するために、Table 3. の C の質問を行ったところ、「オーバードーズは甘えの結果
至るものである」を選択した人数は 19 名（7.5％）で、「オーバードーズは自殺・自傷行為であ
る」と回答した人数は 198 名（78.3％）であった。また、「オーバードーズは苦痛からの逃避行
動である」と回答した割合は、205 名（81.0％）であった。さらに、回答者の主観的なオーバードー
ズの知識を問うために、質問 E を行った。全体の 87.4％（221 名）が、「1. 聞いたことがある程度」
を選択していた。また、オーバードーズされている薬剤に関する知識を問うために、質問Fを行っ
た。回答として多かった項目は、抗うつ薬 161 人（63.6％）、OTC 医薬品 155 名（61.3％）、抗
精神病薬 147 名（58.1％）の順であった。
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4. 考察

本研究から、医療用医薬品の第一種から第三種向精神薬とOTC 医薬品を比較すると、OTC
医薬品の方が医療用医薬品よりも直径が大きく、錠剤の厚みが大きい傾向が明らかになった。ま
た、3D プリントした模擬錠剤を用いた官能試験の結果から、錠剤の直径と厚みが小さくなるほ
ど大量服用がしやすく、錠剤の直径と厚みが大きくなるほど、大量服用がしにくくなる傾向があっ
た。また同じ直径の錠剤であっても、厚みが 2 mm よりも 5 mmとなることで、大量服用がしに
くくなる傾向があった。

製品の傾向としては OTC 医薬品の方が医療用医薬品よりも直径や厚みが大きいことが明らか
になったが、日本では近年メジコン錠やレスタミン錠のように 1 錠の直径が 5-6 mm、厚さで 2-3 
mmと他の錠剤よりも小さく、作用の出やすい薬剤もオーバードーズに用いられている。「もし大
量服用する場合の、服用できそうな錠数」で最低値の「0 ～ 20 錠」を回答者が選択する割合が、
最も多くなる始める模擬錠剤は、D 直径 8 mmと厚さ 5 mmであった（126 名 , 35.7%）。これよ
りも錠剤の直径と厚みが大きな、E、H、G、J 錠では、大量服用が難しくなり始めると考えられた。
これらの情報を基に、オーバードーズに用いられやすく、かつ危険度の高い薬剤に関しては錠剤
の大きさや厚みに工夫する必要があると考えられた。これまでに高齢者や嚥下困難者を対象とし
た、錠剤の服用に関する検討は報告があるが 2-4）、若年者を対象に大量服用のしやすさを検証
したデータは存在せず、剤型の工夫をするために重要なデータが本研究により得られた。

市販薬をオーバードーズしたことがある割合を調査すると、回答者のうち 3 名（1.2％）存在した。
以前の報告で、過去 1 年以内に市販薬のオーバードーズ経験のある高校生は、全体の 1.6％

（男子 1.2％、女子 1.7％）と報告されている5）。今回は大学生および大学院生 253 名を対象とし
た調査であるが、オーバードーズしたことがある割合としては、ほぼ同程度存在していた。

本研究の限界点として、模擬錠剤を使用しての官能試験の結果であり、実際に服用したわけ
ではないことが挙げられる。しかしながら、錠剤を大量に服用して試験することは現実的に難し
く、官能試験の利点を活用して検証したものである。また、オーバードーズが多く報告されてい
ることから対象者として若年者に対象を絞っているため、高齢層では結果は異なる可能性がある
ことに注意が必要である。

5. まとめ

本研究は、過量服薬が疑われる対象者に対して適切な剤型の薬剤を薬剤師が選択したり、製
薬企業が製品を開発したりするための強力なエビデンスとなることが期待される。

6. 調査・研究発表（口頭叉は誌上発表）
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・研究成果は、学会発表および論文投稿準備中である。

・招待講演
1. 永島 一輝 薬剤師がオーバードーズや自殺のゲートキーパーとなるために －薬局でできる対策

や対象者への気付き・傾聴の方法－ 講師
　一般社団法人島根県薬剤師会 薬物乱用防止研修会 2025 年 3 月1日
2. 永島 一輝 薬剤師がオーバードーズのゲートキーパーとして活躍するために －薬局でできるオー

バードーズ対策・疑わしい人への声掛けの方法－ 講師
　一般社団法人千葉県薬剤師会 令和 6 年度地区薬事講習会 2024 年 11 月
3. 永島 一輝 薬剤師がオーバードーズのゲートキーパーとして活躍するためのエビデンスと方法 

講師
　一般社団法人札幌薬剤師会 自殺関連対策研修会 2024 年 7月16 日
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E.                                      F. 
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Table 1.  回答者の特徴

Table 2.  官能試験の結果

 

 
 
 
 

 
 

Table 1. 回答者の特徴

全体 男性 女性
ｎ
年齢（平均±S.D.） 21.3±2.1 21.5±2.6 21.1±1.5

Table 2.　官能試験の結果

模擬錠剤

質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問②

0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1
8 3 10 4 8 0 33 5 86 8 126 40

20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2
12 4 28 6 45 5 79 13 101 49 79 111

40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3
31 12 59 13 67 15 84 42 35 70 30 76

70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4
33 14 54 48 57 50 32 114 11 91 12 21

100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5
169 220 102 182 76 183 25 79 20 35 6 5

模擬錠剤

質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問② 質問① 質問②

0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1 0~20錠 1
131 66 182 141 190 168 223 233

20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2 20~40錠 2
85 122 49 88 42 61 19 11

40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3 40~70錠 3
22 46 14 17 11 17 5 3

70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4 70~100錠 4
9 14 4 4 3 3 2 2

100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5 100錠以上 5
6 5 4 3 7 4 4 4

模擬錠剤について（見て、触れて構いません）

質問①もし大量に服薬する場合、服用できそうな錠数を選んでください

質問②飲みやすさを5段階で答えてください（1飲みにくい～5飲みやすい）

A 直径8 mm、厚さ2 mm D 直径8 mm、厚さ5 mm

E 直径11 mm、厚さ2 mm H 直径11 mm、厚さ5 mm G 直径15 mm、厚さ2 mm J 直径15 mm、厚さ5 mm

I　直径3 mm、厚さ2 mm F 直径3 mm、厚さ5 mm C 直径5 mm、厚さ2 mm B 直径5 mm、厚さ5 mm
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Table 3.  オーバードーズに関するアンケートの質問と回答

 

 
 
 
 
 
 

Table 3. オーバードーズに関するアンケートの質問と回答

n (％)
A. 市販薬や処方薬を、オーバードーズ（過量服薬）したことはありますか。n (％)
　ある
　ない

B. 市販薬や処方薬をオーバードーズ（過量服薬）している人を、「目撃」したことはありますか。
　ある
　ない

C. オーバードーズに関して、あなたの印象に近いものを選んでください。
　オーバードーズは、かっこいい、ポジティブな印象を持つ
　オーバードーズは、恐ろしい、危険である、ネガティブな印象を持つ
　どちらでもない

D. どうしてオーバードーズをしてしまうと考えますか？（複数選択可能）。
　オーバードーズは、甘えの結果至るものである
　オーバードーズは、自傷・自殺行為である
　オーバードーズは、遊びやいたずら目的で行うものである
　オーバードーズは、苦痛からの逃避行動である

E. 過量服薬（オーバードーズ）に関する、あなたの知識はどのくらいですか？
　0 あまり知らない
　1 聞いたことがある程度
　2 詳しく知っている

　糖尿病治療薬
　高血圧治療薬
　抗精神病薬
　抗うつ薬
　ベンゾジアゼピン系薬
　抗けいれん薬
　麻薬
　カフェイン製剤
　OTC医薬品
　分からない

F. どのような薬剤が、過量服薬（オーバードーズ）によく使用されていると思いますか？合致
するものを、すべて選んでください（複数回答可能）




